
会員募集！!会員募集！!
…60歳以上で働く意欲の
　　　  ある方を募集しています…

〒038-3133 つがる市木造末広42番地3
公益社団法人つがる市シルバー人材センター

入会、仕事の依頼等に関するお問い合わせ

TEL 0173-42-1200　FAX 0173-42-1204

　市では、在日米軍の再編や防衛施設の設置運用に伴い、安定した生活環境に影響を受ける周辺地域に対
し、生活の利便性向上等に役立てるために交付されている再編交付金および民生安定施設整備事業補助金を
活用し各事業を実施しました。平成28年度に実施した事業についてお知らせします。

■再編交付金で実施した事業
・つがる市民健康づくりセンター建設事業　　　　　　　　　

※再編交付金事業で実施中の市民特別健診助成事業、子ども医療費
　助成事業、まつり事業、姉妹都市交流事業については、市のホー
　ムページおよび担当課において事業計画を公表しています。

■民生安定施設整備事業補助金で実施した事業
・南広森海岸線外１舗装補修工事（27－28年度）
・豊富35号線改良工事

■原子力施設立地振興対策事業助成金
　（公財）むつ小川原地域・産業振興財団から交付される原子力施設立
地振興対策事業助成金は市の施設等の整備に役立てられています。
　平成28年度の整備状況は次のとおりです。
（総事業費62,935千円、うち助成金42,000千円）
・森田小・中学校吹奏楽楽器購入事業
・柏小学校体育館屋根改修工事
・車力漁港荷捌施設上屋屋根改修工事
・農道稲垣182号線外2道路舗装改良工事

【問い合わせ先】企画調整課　電話42-2111（内線352）

　中泊町、五所川原市、つがる市および鰺ヶ沢町の沿岸地域・沖合において計画している風力発電事業に関
して、計画段階における配慮事項をとりまとめた「計画段階環境配慮書」を以下のとおり縦覧します。
縦 覧 書 類　（仮称）つがる西洋上風力発電事業に係る計画段階環境配慮書
事業実施想定区域　中泊町、五所川原市、つがる市および鰺ヶ沢町の沿岸地域・沖合
縦 覧 場 所　市役所企画調整課、車力出張所　※インターネットによる電子縦覧も年11月25日より行います。

事業者のホームページ（http://www.jwd.co.jp/tsugarunishi/）
縦 覧 期 間　11月27日（月）～12月26日（火）※土・日・祝日は除く
意 見 書 受 付　12月26日（火）まで
　環境の保全の見地からのご意見をお持ちの方は、意見記入用紙に住所・氏名・意見（意見の理由を含む）を
ご記入のうえ、意見書受付終了日までに以下①②のいずれかの方法で提出をお願いします。
　①縦覧場所に備え付けの意見書箱への投函　　②下記問い合わせ先への郵送
　※意見記入用紙は縦覧場所に設置しています。また、事業者のホームページより印刷してご利用いただけます。
縦覧・意見書受付時間　8時30分～17時15分

【問い合わせ先】〒105-0003　東京都港区西新橋一丁目4番14号　物産ビル
　　　　　　　　日本風力開発株式会社　担当：内山、千葉、長谷川　電話03-3519-7481

住みよい地域づくりに貢献します

「(仮称）つがる西洋上風力発電事業」計画段階環境配慮書の縦覧について

つがる市民健康づくりセンター

柏小学校体育館（屋根改修）
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【問い合わせ先】
つがる市農業委員会 　　　　　　　 電話25-3820　　　ごしょつがる農協 木造総合支店　電話42-9117
つがるにしきた農協 つがる統括支店　電話46-2211、森田支店　電話26-3018、富萢支店　電話56-3077

鳥インフルエンザの発生を防止しましょう
　鳥インフルエンザウイルスは、渡り鳥によって海外から持ち込まれると考えられています。秋から冬は渡
りが始まり本病発生の警戒が必要となる時期ですので次のことに注意してください。
家きんを飼っている場合　※ 家きん：鶏、七面鳥、あひる、うずら、きじ、だちょう、ほろほろ鳥など
①渡り鳥や野鳥との接触をさけるため、野外での放し飼いをしないようにしましょう。また、飼育小屋は防

鳥ネット（2cm角以下）で囲い、野鳥が入らないようにしましょう。
②飼育小屋を定期的に消毒し、清潔な状態で飼育しましょう。
③世話をするときには専用の履物、衣服を身に付け、終了後は履物、衣類、手指の消毒をしましょう。
④家きんの死亡が続くなど異常がみられた場合は、すぐにつがる家畜保健衛生所に連絡してください。
死亡した野鳥を見つけた場合
①素手では触らないようにしましょう。
②多数の野鳥がまとまって死亡している場合は、つがる市農林水産課または西北地域県民局地域農林水産部

林業振興課にご相談ください。
③病気以外で死亡した野鳥は、つがる市指定ごみ袋に入れ一般ごみとして処分してください。

【問い合わせ先】つがる市農林水産課　電話42-2111（内線414） つがる家畜保健衛生所　電話42-2276
　　　　　　　 西北地域県民局地域農林水産部林業振興課　電話0173-72-6613

区分 必 要 な 要 件 国庫補助金額
35歳未満 35歳以上

1 認定農業者で青色申告者
10,000円
（5割）

6,000円
（3割）

2 認定就農者で青色申告者

3 区分1または2の者と家族経営協定を締結
し経営に参画している配偶者または後継者

4
認定農業者または青色申告者のいずれか一
方を満たす者で３年以内に両方を満たすこ
とを約束した者 6,000円

（3割）

4,000円
（2割）

5 35歳まで（25歳未満の場合は10年以内）
に区分1の者となることを約束した後継者 ―

　農業者年金の保険料は月額２万円から６万７千円まで
（千円単位で）加入者が自由に選択できます。また、保険
料の額はいつでも見直しできます。
　加入期間が短くても保険料を増やすことで豊かな老後に
備えることができます。
※脱退も自由ですが、脱退された場合でも脱退一時金とし

てではなく、将来、年金として支給されます。

農業者年金へは、 
①国民年金第１号被保険者で、
（国民年金保険料納付免除者を除く）
②年間60日以上農業に従事し、
③60歳未満の方ならどなたでも加入
　できます。

政策支援は、国民年金第１号
被保険者等の加入要件に加え、
① 39歳までに加入
② 農業所得が900万円以下
③ 認定農業者で青色申告者等

を満たせば受けられます。

　保険料の負担が大きいという方
は、政策支援加入で保険料の国庫補
助が受けられます。

●老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です。
●保険料の全額社会保険料控除の税制優遇措置もあります。
●年金は家族一人一人について準備することが大切です。

加入期間が短くても老後の備えは間に合います

政策支援加入（保険料の国庫補助）で老後の安心を

40歳を超えて政策支援を受けられない方へ

若い農業者の皆さんへ

農業者年金に加入しましょう
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「固定資産税」第４期
「国民健康保険税」第５期
「後期高齢者医療保険料」第５期
「介護保険料」第５期
「住宅使用料」
「公共下水道使用料」
「農業集落排水処理施設使用料」
「公共下水道受益者負担金」
「利用者負担額（保育料）」
　　　 の納期限となっています。

　市税等を口座振替で納付いただいている方は、
納期限までに口座残高の確認をお願いします。

【問い合わせ先】
収納課　電話42−2111（内線222）

参加は全て自由です。お気軽にお越しください。　

日　　　時 内　　　　　　容 場　　所
11月16日㈭ 16時30分～17時 「つかってみよう タブレット」

おはなしコーナー
11月19日㈰ 11時～11時30分 「つがる市読み聞かせ隊によるおはなしひろば」

11月23日㈭ 16時30分～17時 「図書館スタッフによるおはなし会」

11月25日㈯ 14時～14時30分 「ALT によるえいごでおはなし会」

11月26日㈰ 13時～14時30分

放送大学青森学習センター公開講演会
「土づくりの基礎
  ― 土壌微生物の働きと有機物の役割について ―」
放送大学客員教授 弘前大学農学生命科学部教授
専門　土壌学　青山正和氏　※定員40人

セミナー・学習室

12月２日㈯ 11時～11時30分 「図書館スタッフによるおはなし会」 おはなしコーナー

12月10日㈰ 10時15分～
11時15分

郷土学習講座「世相川柳を楽しもう！」
講師　富萢文芸の会会長　成田悦雄氏 セミナー・学習室

12月14日㈭ 16時30分～17時 「図書館スタッフによるおはなし会」 セミナー・学習室

【問い合わせ先】 つがる市立図書館　電話25−3131●11月の休館日：11月27日(月)

　市では、青森県が10月に開設した「青森県市町村税納付コールセンター」に県内13市町村と合同で参加し
ています。コールセンターでは、県が委託した民間業者のオペレーターが、個人住民税など市税の納付期限
が過ぎても納付の確認が取れない方に、電話で納付の呼びかけを行います。なお、金融機関等で納付された
場合、入金の確認ができるまで日数がかかるため、行き違いで電話することもありますのでご了承ください。
「青森県市町村税納付コールセンター」　電話0120-01-7670
《不審な電話にご注意ください》　電話案内では、必ず「青森県市町村税コールセンター○○です」と名乗
り、納付期限が過ぎている事をお知らせします。コールセンターから口座番号を指定して振り込みを求める
ことや、現金自動預払機（ATM）による振り込み操作を指示するようなことはありません。
　※不審な電話等がありましたら市役所収納課までご連絡ください。

【問い合わせ先】収納課　電話42-2111（内線221）

市町村税納付コールセンターに参加しています

　性別や年齢、職業、貧困、障がいなどをこえて、一人ひ
とりが多様性をみとめる社会が求められていることから、
男女共同参画社会づくりのための読書会を開催します。事
前の読書や本の持参は不要です。入場は無料で興味のある
方ならどなたでも参加できます。ぜひお越しください。
日　　時　12月3日（日）13時30分～16時
場　　所　つがる市立図書館「セミナー・学習室」
講　　師　（一社）Read for Action協会
　　　　　リーディング・ファシリテーター　一戸健児氏
申し込み　電話、FAX、メール等で①氏名②住所③電話番

号を記載の上、下記までお申し込みください。
申込期限　11月20日（月）※先着40人。定員になり次第

締め切らせていただきます。
【問い合わせ先】企画調整課 電話42-2459（直通）
FAX42-3069　メール kikaku@city.tsugaru.aomori.jp

市税等は納期内に
納めましょう

つがる市立図書館　イベントのご紹介

収納課からのお知らせ

明日への行動につながる読書会

11
月
は
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旬の白菜とりんごを使った、シャキシャキの食感が楽しいさっぱりサラダです。
火を通して食べることが多い白菜ですが、生でもおいしくいただけます。生でいただくことで、熱に弱く水に溶
けやすいカリウムやビタミンCをしっかり摂ることができます。

　日　時／11月18日(土)、19日(日)　10時～15時
　　　　　（18日9時30分からオープニングセレモニー）
　場　所／生涯学習交流センター「松の館」
〈ブランド部門〉・つがるブランド高品質農産物生産農家表彰式
　　　　　　　　・つがるブランド農産物、認定商品の販売およびPR
〈産 業 部 門〉・農産物の販売PR　　・農業機械展示、販売
　　　　　　　　・商工業製品の展示、販売
〈食 部 門〉・青森・食彩つがる「食べくらべ屋台村」
　　　　　　　　・つがる市の食や特産品の販売、PR
　その他、ステージイベント、お楽しみ抽選会、つがーるちゃんとじゃんけん大会（19日午後）、餅つき大会
＆振る舞い（19日午後）　※内容が変更になる場合があります。

【問い合わせ先】
つ が る 市 商 工 会　電話42-2449  　ホームページ　http://www.aomorishokoren.or.jp/shokokai/tugaru/
つがる市商工観光課　電話42-2111（内線433）

　つがるブランドの推進、農商工連携・地産地消機運の醸成を促進し、地域経済の活性化につなぐことを目
的に、つがる市の「ブランド」、「食」、「産業」が一堂に会した「つがる市食と産業まつり」を開催します。

【材料】２人分
白菜…………………… 150ｇ
りんご…………………… 50ｇ
三つ葉…………………… 10ｇ

酢……………… 大さじ1
サラダ油…… 大さじ1/2
塩……………小さじ１/4
こしょう…………… 少々
砂糖………… 小さじ1/3

【作り方】
①白菜は細切り、りんごはいちょう切りにする。
②Ａの調味料を混ぜて白菜、りんごを和え、器に盛ってちぎった三つ葉を散らす。

　14ページに掲載の「高齢者インフルエンザ予防接種
協力医療機関」の備考欄に誤りがありました。正しくは
次のとおりです。ご迷惑をおかけしたことを深くお詫び
するとともに、訂正させていただきます。
●訂正箇所「山内クリニック（木造）」2行目
（誤）水・土曜日は午後のみ
（正）水・土曜日午後と、日曜日・祝日は休診

　9月25日付けで対象者に送付した「子どもインフ
ルエンザ予防接種費用助成」について、指定医療施
設を1件追加しましたのでお知らせします。
医 療 施 設 名　慈仁会尾野病院（五所川原市）
　　　　　　　電話53-2071　予約必要なし
接 種 年 齢　1歳以上
接種予定期間　10月16日～1月31日

【問い合わせ先】 健康推進課　電話42−2111（内線303）

入場無料

つがる市食生活改善推進員の

健康レシピ
白菜とりんごのサラダ

エネルギー：60kcal、塩分0.6g

{Ａ

広報つがる2017年10月号の訂正とお詫び 子どもインフルエンザ予防接種
指定医療施設の追加について

つがる市 食と産業まつり2017
農・商・工が手をつないで

〔　　　　　　　　　　〕
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